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Ｉ大会案内挨拶

各位

拝啓

陽春の候会員各位には蚕すぎずご清祥のこととお慶び申し上

げます。

きて，当学会第１２回大会禿，横浜市立大学および横浜４大

学連合学会左らびに経済地理学会共催により。横浜銀行本社

において，次記プログラムにより關･催致します。時節柄と繁

忙のことと存じますか。万障お繰り合わせの上ご光臨冷賜わ

りたく。ご案内申上げます。

敬具

１９６５年３月４日

経済地理学会

会長小原敬士

※蕪※

〔お願い〕

お手数ぞおかけしますが，会場その他の準備のため，同封のハガキ「大会ご出欠

ブンケート」に，ご記入の上，また当日総会ご欠席ご予定の方は同封のハガキ

「総会委任状」にご記入の上，来る３月２１日までにご急送下さいますようお願

い申上げます。

本プログラム。レジメは予備僅少のため当日お忘れなくご持参下さい。

なお，大会当日会場にて，ご出席の方には若干の資料を配布申し上げる予定です。
（事務局）
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Ｈ大会プログラム

1．日時：昭和４０年４月２日（金）午前９時～午后７時

2．会場：㈱横浜銀行本社６階大会議室（本店ピル)(次頁趣図壷参照下さい）

3．日程細目：

午前９：00～９：２０回》’三 大会を場入口（６階）

９：３０から
￣

シンポジウム報告

４名各報告時間４０分，質問５分～１０分

座長：青木外志夫氏（一橋大学），古賀正則（大阪市大）

９：３０～１０：２０

゜森本蕪夫氏（愛媛大）

形成説からみた地域経済の概念構成

１０：２０～１１：１０

゜除野信道氏（上智大）

世界経済の地域問題における一般性と特殊性

一とくにヨーロッパ社会とブジア社会

１１：１０～１２：00

゜入江敏夫氏（東京経済大）

・先進国と後進国との関連

一「ｎＥｏとフーフリカ」の問題を中心に

１２：００～午后１：００

[悪藏詞
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ｌｊﾐ熨正区三二ｌご…'ご予約制によ`，，お弁当秀用意致し震ず｡(同封…
キに要･不要ぞご記入の上，至急ご返送下さい）１５０円の予定です。会場受付で

お支払い下さい。

なお，昼休みを利用して，役員会（含評議員）ならびに午后の討論会の打ち合わ

せ会（報告者゜司会者）を，行内の応接室で開きます。

午后１：００～１：５０

゜野口雄一郎氏（武蔵大）

アジア･アフリカにおける国際石油問題

一国際石油会社の活動一

２：00～４：２０

鳫E蕊ヨ
司会者：青木外志夫氏（一橋大），古賀正則氏（大阪市大）

４：２０～５：２０

[霊｢￣薑］（会務報告｡役員改選｡籍の他）
（本年度総会には役員改選などの議案があI)ますので万一ご出席できない場合には

同封の委任状藍急送していただきたく存じます。）

４：２５

｢南三万罰
５：３０～７：00

｢悪~覇~雲１同階の食堂で行ない霞す。（同封のﾊｶﾞｷに出欠藍ご記入の上,至；
急ご返送下さい。）３５０円の予定です。会場受付でお支払い下さい。
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、会場案内

㈱横浜銀行本社（本店）６階大会議室

横浜市中区本町５丁目４７番地

電話横浜２０局大代表４９９１番

。(鶏藤鱸i$;;蝋し）桜木町駅下蕊
桜木町駅は，国電ですと，横浜駅から３～６分毎の桜木町行か磯子行で１つ目３分

（東京駅から１５分毎の横須賀線で横浜まで２８分，直通の桜木町行，磯子行ならば

約４０分），東横線ですと，渋谷駅から１２～２０分毎の急行で３４分終点です。

駅正面を出て左方へ市電通I)牙，県庁･港方面に向かって従歩３分左側角のピル

（なお，市電通I)は，本店営業部の入口なのて，手前左横の本社玄関よ')入い，エレ.

1蝋ペーターをご 分曝慎棒』〃ご卍i芦｡鐸…ツミ蕊

:≦二二二二三＄刀｡Eﾕ耐UMB

夕伊

<７

ロ

'

一］ﾛﾉｰﾏ

（なお，会場は，伊勢佐木町ぞはじめ横浜市内の繁華街や山下臨海公園に近いので，

懇親会終了後の夜のご散策ご探訪が可能です）～…･…
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Ⅳ研究報 告

］
日要

1．形成説から観た地域経済の概念構成

森本憲夫（愛媛大学）

世界経済にたいして地域経済というとき，一方℃は国民経済奇Iハみし，他方ではそのうちの

地方経済をいみす昂。地域開発というとき，前者は後進国開発，後者では後進地域開発という

ように用I､られ局。このように地域継済の概念が混乱して用いられていることに注目したい。
まず地域理論において概念化されている地域経済について概観してみよう。がんらい，地域

理論というとき，一般には国民経済を抽象化した理論として，政治経済とは異ったものとして

概念化され，その本来の学問的目的は，経済学の純粋化，厳密化にあみものと考えられろ。古．

典派にたし､する地域理論による革新は，経済論関係が移送費ぞ中心とした体系てあると見る方

法意識にあI)，移送費投入にもとずく諾経済関係の成立，すなわち立地論を中心としてきた。

６１．地域経済と国民経済

われわれの経済社会は多元的に形成され，そこに支配的な経済学説が多元的に存在する。こ

れらの経済学説は，経済主体のもつ世界観汗実践の根拠としている。したがって経済世界観lこ

もとずく地域経済と国民経済との関係が類型として存在する。

１．自由主義的個体主義者一自由主義的理想型

ａＲ１ｄｐｋｅ説（ヒューマニズム経済学）

世界経済一自由主義的個体経済を中心とした理想主義的な万民経済

国民経済一世界経済の発達によ(}消減すふ段階にあるが，しかも性格共同体（貨幣共同

体）を織成していろ。

ｂＤｈユユ、説（地域経済主義）

世界経済一世界経済は，個体経済が移送手段によって結ばれた地域分業の総会

国民経済一国民経済は地域経済の特殊形態として価格雨iからのみ世界貿易に影響矛与え

ろ◎

2．歴史主義者地域経済論に反対し，国民経済論ぞ中心とする。１.地域経済は国民経済に集

約され展i･世界経済は国民綴済の集合あるいは発展である。（諸説）２･ウェーバーの理想型

は，個体的一般的な認識類型ぞしめす。（個体主義）

3．世界経済論者

ａキール派

登…鱸|鰯二二::｢:二iぱifIi:騏露f鰯
涜



……(|藁二iW::::::::::三塁鯨…地秩序……"
ｂ日本

納㈱｛:菫薑菫二藁霞厨薦鰯董:鑿墓こ…〈…
4．社会主義者

｛::薫二:騨鑪鴬鑿…橋…。
地域経済は国民経済の構成された部分または全体の秩序であ蚕。

６２．形成説から観た地域経済

地域経済を客観的に把握する方法として経済主体の構想力にもとずく認識を行いたい。経済

主体の構想力は，人と物との相互否定的な転入にもとずいて形成された物的表象としてあらわ

れろ。経済主体は，根源的に人と物との相互関係にあＩ)，経済分業構造は，人を通じての物と

物との関係であり，経済倫理は，物行通じての人と人との関係てある。そして基本的経済空間

の構成要素は，人と物とその場所との相互関係である。

地域経済の形成は，人と物とが，いかな笏場所に位置し，その間にいかなる法則性が存在す.

ろかと↓､うことであ君。地域経済の形成は，世界観にもとずく経済主体の構想力にしたがった

経済活勅によ為から，地域経済そのものは感覚的に自明な存在ではなくて，創造されろ。した

がって次の二つの類型が存在する。

１．立地的地域経済

自由主義的世界主義に立ち，経済主体の意志は自然経済的にＪ選択的に働くから，経済Ｊ

事実は，生産手段の移送投入にもとずく代替原理によって形成されろ。生産力の自由な個

体的綜合的な形成。

、２．共同体的地域経i;２５

．構成的民族主義に立ち，経済主体の意志は民族を中心として構成的に働くから，経済事

実は，社会経済的に全体的な計画原理によって構成されろ。生産力社会経済的全体的な計

画によ蚕形成。．

§３．地域経済と社会経済

経済世界観にもとずく地域経済の形成は，上に見たごとく，類型的に根本的に異った形成原

理に立っている。社会経済の構成は，極限的に，二つの異った経済秩序から成っていろ。すな

わち1.交換的社会経済（利益経済）２.共同体経済（共同経済，共産経済）。テンニース的にし、

えば，前者は選択意志にもとずく経済であい後者は本質意志にもとずく経済である。

－６－



{藁簾騏懲偽j二露v鰯誼蕊鰯…
経済社会の形成は，櫛成メムバーによる理想的機成によるものであり，したがって経済主

の構想力によって形成せられる。世界観の差異にもとずく地域経済の概念構成

１．交換経済一人間の選択意志にもとずく経済。

自由主義，個体主義にもとずく，経緕単位間における合理的，利益的な経済計･算にもと

ずく交換経済。

地域経済は立地法則にもとずいて形成された独自の経済空間をもつ単位経済である。共

同体経済は，地域経済の外部経済として作用し，地域経済の形成苛政策的に推進する。立

地論的地域経済。

２．共同体経済一人間の本質意志にもとずく経済。

共同観念，共生観念にもとずく鱗与，貢納寄中心とする経済。地域絲済は共同体経済の

椛成単位であい，一定の世界観にもとずく経済価値法則によって維持せらｵし，共|司休間の

交換経済は，共同体的地域経済の形成を可能にする。

６４．経済空間と国家空ＩＦＷ

地域理論にもとずくとき，世界経済は純粋経済としての一般的立地秩序として経済空悶の地

域秩序奇形成するが，これにたいして国家空闘は，例えば地域ブレドールのごとく，政策の主

体として立ちあらわれろ。ここにおいては，経済空職は：あくまでも経法生産力の担い手であ

'}，国家空悶はその従属的な政策的な推進者あるいはヨーロッパ共同体における国家のごとく

矛盾対立す為ものてあ扇。

共同体経済奇中心とする経済携成においては】経済空間の形成は，尖１日1体経済団体ぞ主体と

して行われるから，国家空閣のもとに経済空間が構成されろ。ここrは経済空剛の拡大即国家

空間の拡大となってあらわれる。

かかる問題について考察してみたい。
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2．世界経済の地域問題における一般性と特殊性

一とくにヨーロッパ社会とアジア社会

除野信道（上智大学）

経済地理の研究にあたって，とくに一般的要因の一般的方法による解明に，わたくしは努力
してきました。これは幾つかの最も基本的な諸要因の閥の関係を同時的に決定しうるという利

点があると，考えるからであいます。また，特殊的要因による検討が，諸要因間の相互関係と

くに因果的関係を深くかえ、みずに，すなわち個台ばらばらに特殊的におこなわれろという方
法に，あきたらなかったからでもあI)ます゜

しかし一般的要因の一般的方法による分析には，地域それ自体がもつ個性についての問題意
識が稀薄であることは，認めてよいでしょう。

地域は本来，一つの地域として纏めあげる要因，そして他の地域からこれを区別する要因を
もっていろ。この要因は外界との関連によって与えられる性質以外のものであって，それは明
らかに特殊的な要因てあ喬。

経済地理の地域におけるかかる特殊的要因としては，言語･風俗。宗教・社会制度などの人

文的諸条件から地形。土質。気候・人種といった自然的諸条件といった種を犠女なものがあげ

られましよる。それらが地域の性質（－つに纏め罰ものとして一般性といいうるが，他から区

別するものとして特殊性）と如何に関連しているかが問われねばならない。その関連分析は，
単純なものばか11でなく，諾条件の複合的関連あ覇し､仕連鎖的関連ぞ重視しなければならな',、

し，また特殊的要悶のうちには一般的要因すなわち他の世界との関連によって形成ざれ定着し

てしまった要因もあ墨（例えば運河や移昂．.…等を）ことにも留意すべきである。かように特・

殊的要因の分析にあたって，単純な因果関係だけでなく，それらの相互関連そして連鎖関係を

統一させるようにすると，その分析方法はいちじるしく一般的な方法となろう。すなわち法則
定立という意味で，科学的な体系をもつようにな裏であろう。

日本の経済，インドの経済，あるいはト・イツの経済そしてスペインの経済など，それら巷相

互に区別する要因は，何か。先進国と植民地または後進国とを対立させる要因は，何か。ＥＥ

Ｃぞ－つの共同体として結合きせ高要因は，何か。これに対比して，ＥＦｍＡの結合が弱いの

は，いかなる事情か。これらは総べて地域問題であぁ。しかしながら世界経済における最大の

地域問題は，おそらくヨーロッパ的（新大陸を含む）経済とアジア的経済，との区分であろう。
この大きな起源の古い区分に比較すると，赤導地域の経済と温帯の経済との区分（いわゆる南
北問題）は量的に狭く，また自由経済の地域と計画経済の地域の区分は新らしル､ものである。
このヨーロッパ的経済とアジブ的経済という大きな起源の古い区分の沿革に，遡のぼってみ

たいが，それは多分に歴史の問題となるにちがいない。しかしその理解の方法は，地域問題に

とっては真に重大であるから，あえて専門外ではあるが取上げることにしよう。われわれには，
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われわれの方法があ易くきてあって，この人類経済の二大分流の起源ぞ，なかんずく地理的

要因から分析するわけてあ為。しかしながら私には数多くの誤解があ笏rあろうから，それ

らを指摘していただきたい。

大昔，人類とその近親動物との中間麺は絶減して，原始的ながら人類という生物が固った。

長期間の隔絶のために，人類は黒・白・黄そして赤銅色に分れた。はじめに活動と文明が発生

するためには，年間における最低気温がかなＩ】高し､ことが必要であったろう。経験の秋重ねを

主とした文明の継続は，社会を山岳･沙漠゜海洋。密林のような自然的障壁で守らなければな

らなかった。単位の小さな社会は次向に消減したが，－そう高度の文明は，熱帯。亜熱帯の河

川の催とり，そして人口１０００万人くらいを包容しうる空間が自然的障害によって守られる

ような場所に，発展した。金属が知られ，実用に供せられるようになった。

ブジフー民族，その代表者は漢民族であろうが，彼等は黄河のほとりに程良い空１Kn行得て，

そこに定住することになった。ゴピ沙漠それ自体，優れた天然の防壁であったが，それは人工

の長城によって補強された。ゴピ沙漠から西の方イベリア半島に至るまて，人の動きを阻止す

蚕もの無く，人女は他所に攻めこんだ山逃げ回ったI)しなければならなかった。定住できた

種族は，生産力の高い耕作鍵業に進みえたが，移動石.くぃかえさねばならない種族は,遊牧生

活にとどまらなければならなかった。

アジプ人はとくに農耕民族であり，ヨーロッパ人はとくに遊牧民族である。その区分は５０

００年からのものであって，民族の体質と気質に強く定着してしまってし､ろ。蝶緋する者の腰・

は太く，移動す蚕物体を見る眼の球の回転角変は大きい。すなわち狩猟や遊牧の民の眼球は突

出している。遊牧民族は胃験心と独立心に富み，その社会rは多数決原理がおこなわれやすい。

農耕民族の社会では年功序列の秩序が支配し，秩序への服従が好まれ，旧習が重きぞなす。

鉄の使用法としては，避耕民族は刀剣を発達させ，遊牧民族は堅固な錠呑工夫した。鉄守用

いた車輔は，武器でもあったが，それは交換経済の範囲の拡大に役立った。ついてながら鉄を

欠いていた新大陸の原住民は，肥沃な平野に住むこともできなかったし，経緕と文化の交換の

範囲を拡大することも困難であった。錠と合鍵の競争は，機械を生み出した。機械装置を製造

す為原料鉄にたいす高需要増大は，森林資源ぞ稀少ならしめて，石炭ぞ馴らせた。石炭ぞいよ

いよ大量いよいよ深く掘るために蒸気動力が利用され，まもなく蒸気機関は自動化した。高め

られ}た生産力は各種の機械を生み，全世界詮征服することになった。遊牧民族たるヨーロッハ

人が新大陸を発見し，彼等が機械をもって艇耕民族を支配することになった。

メソポタニプを囲む自然は，防壁として弱かったために，そこは荒廃した。インド半島℃は

異民族の波状的侵入が複雑な社会制度（カーメト制）をつく、，その反対命題として悟I)の宗

教を生んだ．清澄な星空と厳しい不毛の土地から，慈愛と審判の神が現われた。俊耕民族の社

会では，平和を守Ⅲ，その生産力の増進に努める有能な行政巻，帝王が要求された。

麦と米とでは，てききえすｵしば，米が選ばれろ。後者のほうか，労働のliEL界生産物が大きいか

からである。ヨーロゾパ人は耕作避業牙しても，たちまち厳しい過剰人口に悩まねばならなかつ
－９－



左。モンスーン地域の人々は米を選ぶことができたが，その生産力の増進のためには，治水が
不可欠の要件とな6)，強い組織力をもつ勤勉な帝王が必要であった。彼の下て，溌濟網は整え
られ，婦人まで田圃に働いた（ヨーロッパでは，婦人の農業労働は少なく，アングロサクソン
社会では稀にしかない）。

ユーラシア大陸の西へ追いやられたヨーロッパ人の－分派は，原住民を被支配階級として，
自身は王族と貴族の祖先となった。麦と家畜を結合した農業では，経営集約度の引上の限界は
甚だ狭かつた゜その支配階級の閑暇は’科学と芸術のためにも割かれたが，米作社会の支配者
には閑暇が少なかった。百姓と呼ばれた米の農民に比べて，農奴と呼ばれた麦の農民の地位は
低く,支配階級に対する反抗は爆発的な形ぞとった。両者は同じ場所で討議せずして，上下両
院の意見の一致によって国家の意思ぞ決定するという仕組をつくった。米作社会では，水矛治
・めうろ者が帝王とない，「王侯将相に種無し」てあった。

ヨーロッパから辺境ぞもつ合衆国に渡った人々は，身分制度ぞ離脱するとともに，無限の可
能性ぞ追求してい扇。しかしラテンフメリカにはヨーロッパの身分制度が多分に移植された。
終りに日本の特殊性について触れないわけにゆかな''､。それは基本的には，米作社会の体質
藍もつが，防衛の必要が少なかったために，長い家系を有する王は，神格化されてしまった。
大部分の人向の社会的位置手けば，漢民族のごとく符号によるのでもなく，遊牧民族のごとく
種によるのでもなく，ただ地名によっておこなわれていた。しかし今では，社会の諸階段を登
頂しろzi制庶があるものと，すべての入念は信じてい岳。ヨーロッパの機械文明の完全な吸収
とおb､まって,これは驚異的高成長の基となってし､zio

この日本人の縛済に比べろと，朝鮮半島の経済水準は醤はだ低l,､。かって栄光を誇ったギリ
シャやイベリア半島は，ヨーロッパの経i斉界から仲間外れといってよいほど後れていろ。転生
と因果の思想はインド人ぞ無気力にしている。こういった事情は何ｶ℃これらは「お国がら」
「土地がら」という地域の問題である。いわゆる空間経済学の及び難い地理的要因の問題であ
る。
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3．先進国と後進国との関連

一「ＥＥＯとアフリカ」の問題を中心に

入江敏夫（東京経済大学）

「ＥＥＯとアフリカ」については，次の諸点が検討されねばならないであろう。(1)ＥｌＥＣに

よ扇了・フリカ諸領域＜連携＞の背景（２）第一次連携･協定（１９５８年～６２年）の実施状況

とその影瀞。『)貿易上の特恵（ﾛ)「海外領域開発ヨーロッパ華金」（ＦＥＤｏｈｉ）し〉第一次

速擁協定のプフリカ連携諸国への影響(3)新連合協定の成立とその特徴(4)ＥＥＣへのブフリ

カ諸国のく連携＞制度の基本的性格(5)アフリカ諸国は，なぜ独立後もく連携＞関係を維

持しているのか。(6)ブフリカ＜連携＞をめ<~ろmIj)Ｏの内外の帝国主義諸国１１F|の矛盾゜対立

（ｲ)フランス（ﾛ)西ドイツbisよびその他のＥＥＯ加盟匡｜レナイギリスのＨＥＣ加盟問題月アメ

リカ合衆国の立場(7)ＥＥＣへのく連携＞にたいすろアフリカ諸国の批判。反対と，それに

代る案の模索。など。

しかし，これらの点については入江敏夫「回已Ｃとプフリカ」（罷業貿易研究，２０号，

１９６３年１２月）にゆずn，ここでは「フランスとフフリカ」にしぼろうと思う。このテー

マではつぎの諸点が問題になろう。

「フランスとフフリカ」

(刀フランス資本主義の発展と植民地政策･植民地く開発＞方式の変化

（フランス帝国主義の特質，フランス植民地体制・植民地搾取方式の特釘などについて

も述べ裏）

位）第２次大戦中および戦後における植民地帝国の危機の尖鋭化

ａ第２次大戦中の民族運動の高揚……＜戦争のもたらしたもの＞，ブラザビル会議……

ｂ第四共和国とフランス連合

０戦後，植民地における社会経済的変動と，民族解放運動の激化一フランス迎合の危機

と崩壊

……ＲＤＡ，＜基本法＞，………

(､）第五共和国とフランス共同体

ａフランス共同体の政治構造

ｂフランス共同体の経済構造

（ｲ）フランス共同体秀樹成す蚕アフリカ諸国の経済一植民地的過去のく遺産＞

（t可）＜フラン圏＞と特恵関税制度。ＳｕｒＰｒｉＸ。

．円くうラン圏＞諸国の市場におけ否フランスのトラストの貿易独占

（=）＜こうラン圏＞諸国の経済における独占体。その利潤・

陶アフリカにたいすろフランスの国家支出とその性格。

－１１－
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ｌ

(Ⅳ）＜共同市場＞とユーラブリカ共同体

ａ西ヨーロッパとプフリカの統合のイデー。ｍＥＯへのアフリカ諸国の連携がもたらすも

のｏ

ｂアフリカにおけ為フランスと西ドイツ間の帝国主義的矛盾･対立。協力

ｃフランスとイギリス間の帝国主義的矛盾゜対立

。アメリカ合衆国とアフリカ

（ｲ）フランス，イギリスとの帝国主義的矛盾。対立。協力

（ﾛ）アメリカ帝国主義の浸透の諸形態と方法
４

（'）う゛メリカ帝国主義とユーラフリカ

ｅ＜共同市場＞とくサハラ問題＞・….…＜サハラ地域共同組織＞（０ＣＲＳ），アルジ

ェリア問題

(V）フランス共同体の危機と崩壊

ａ改新されたフランス共同体＝フランス風コモンウエルス

ｂその政治構造

。その経済構造……経済的従属の諸要因，メカニズム

Ｈ）双務的協力協定の性格

（ﾛ）＜援助＞の規模，諸機関，実態，本質

円フランスの政策のく進化＞……フランス･プルジョプジーの指導的部分の新しい動向

㈲カルテイエ主義と「Ｊｅａｎｎｅｎｅｙ報告」

崎くうラン園＞の将来……＜フラン圏＞体制寺脅かす内的。外的要因

価新植民地主義の背景と矛盾

ａ戦後フランス資本主義の発展とフランス帝国主義の変容一く高利賃帝国主義>>の解消

（ｲ）資本゜生産の集積集中。独占の強化，産業構造の変化，国家滋占資本主義の発展

（ﾛ）ド･ゴール体制と独占体一独占体のユーラフリカ政策に奉仕する卜｡。ゴール主義

円戦後，植民地く開発＞方式の変化，フランス独占体のプフリカにおけるピヘーヴイア

の変化とそれを規定した諸要因

（=）外国資本との協力確保－－＜集団的植民地主義＞の基礎とその矛盾

ｂ新植民地主義政策のく成功＞と矛盾一新植民地主義の危機

ｃフランス独占体の対外政簸，対外膨脹の新しい展望と路線

側ブフリカの独立諸国の状態一多様性と共通性

ａ国家建設途上の諾問題，新植民地主義の介入経済的自立のための諾努力，措置

ｂ階級構成と国家権力の性格（新植民地主義の社会的支柱の検討をふくむ）

ｃ新植民地主義にたいす毎斗いと階級斗争

｡

今回の報告はそのうち，Ｖ，Ⅵ矛中心にしておこなう予定である。
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「ＥＥＯとブフリカ」については，次の諸点が検討されねばならないであろう。(1)ＢＨＣに

よ愚アフリカ諸領域く連携＞の背景(2)鮪一次連携協定（１９５８年～６２年）の実:雄状況

とその影響。(ｲ)貿易上の特恵（ﾛ)臘外領域開発ヨーロッパ基金」（ＦＥＤＯＭ）㈹第一次

連携協定のプフリカ連携諸国への影響(3)新迎合協定の成立とその特徴(4)ＩＢＥＣへのプフリ

カ諸国のく連携＞制度の基本的性格，(5)ブフリカ諸国は，なぜ独立後もく連携＞関係を維

持しているのか。(6)ブフリカ＜連携二二をめ<~ろＥＥＣの内外の帝国主義諸国IMIの矛盾。対立

(ｲ)フランス（ﾛ)西ドイツおよびその他のＥＥＯ加盟国（ﾊ)イギリスのＥＥＣ加盟問題（=)アメ

リカ合衆国の立場(7)Ｅ日０のく連携＞にたいするアフリカ諾国の批判･反対とそれに代る

案の模索，など。

しかし，これらの点については，入江敏夫「ＥＥＯとプフリカ」（産業貿易研究，２０号，

１９６３年１２月）にゆず１１，ここでは「フランスとアフリカ」にしぼろうと思う。このテー

マではつぎの諸点が問題になろう。

(工)フランス資本主義の発展と植民地政策。植民地く開発＞方式の変化（フランス帝国主義の

特質，フランス植民地体制゜植民地搾取方式の特質などについてものべろ）

、)第２次大戦中および戦後における植民地帝国の危機の尖鋭化，（a)蕊２次大戦中の民族運動の

高揚..…＜戦争のもたらしたもの＞ブラザビル会議……(b)第四共和国とフランス連合（。)戦

後，植民地における社会経済的変動と，民族解放運動の激化一フランス連合の危機と崩壊…

…ＲＤＡ，＜基本法＞………

(､)第五共和国とフランス共同体（a)フランス共同体の政治構造（bリフランス共同体の経済構造

(ｲ)フランス共同体を構成するアフリカ諸国の経済一植民的過去のく遺産二＞位)＜フランス

圏＞と特恵関税制度，Ｓｕｒｐｒｉエヤ)＜フランス圏＞諸国の市暢におけるフランスのトラ

ストの貿易独占，（=)フラン圏諸国の経済におけ気独占体。その利潤。㈲アフリカに対するフ

ランスの国家支出とその性格。

CV)＜共同市場＞とニーラフリカ共同体，（a)西ヨーロッパとアフリカの統合のイデー，ｎｍＯ

へのアフリカ諸国の連携がもたらすもの，（ｑブフリカにおけ昂フランスと西ドイツ|M1の帝国主

譲的矛盾゜対立・協力（｡)フランスとイギリス閲の帝国主義的矛盾･対立（d)ﾌ･メリカ合衆国

とアフリカ（ｲ)フランス，イギリスとの帝国主義的矛盾・対立゜協力（ﾛ)プメリカ帝国主義の

浸透の諸形態と方法ｎアメリカ帝国主義とユーラフリカ（e)＜共同市場＞とくサハラ問題

＞……＜＜サハラ地域共同組織＞（ｏ０ＲＳルアルジエリア問題

(V)フランス共同体の危機と崩壊（a)改新されたフランス共同体＝フランス風コモンウエルス

(b)その政治構造（。)その経済構造.….､経済的従属の諸要因，メカニズム（ｲ)双務的協力協定の

性格（ﾛ)＜援助＞の規模，諸機関，実態，本質レナフランスの政策のく進化＞……フランス

･プルジョフ･ジーの指導的部分の新しい動向Ｈカレテイエ主義と「Ｊｅａｎ迫ｅｎｅｙ報告」

尚くうラン圏＞の将来……＜フラン圏＞体制ぞ脅かす内的・外的要因

(v､新植民地主義の背景と矛盾（a)戦後フランス資本主義の発展とフランス帝国主義の変容－
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＜高利賃帝国主義＞の解消（ｲ)資本･生産の集積集中･独占の強化，産業構造の変化，国家

独占資本主義の発展（ﾛ)ド゜ゴール体制と独占体一独占体のユーラフリカ政策に奉仕するド

･ゴール主義レツ戦後，植民地く開発＞方式の変化，フランス独占体のアフリカにおけ缶ピ

ヘーヴイプの変化とそれを規定した諸要因Ｈ外国資本との協力確保一＜集団的植民地主義

＞の基礎とその矛盾,(b)新植民地主義政策のく成功＞と矛盾－－新植民地主義の危機（･)フラ

ンス独占体の対外政策，対外膨脹の新しい展望と路線

Mリアフリカの独立諸国の状態一多様性と共通性（a)国家建設途上の諸問題，新植民地主義の

介入，経済的自立のための諸努力，措置（b)階級構成と国家権力の性格（新植民地主義の社会

的支柱の検討をふくむ）（。)新植民地主義にたし､する斗いと階級斗争

今回の報告はそのうち，Ｖ，Ⅵを中心にしておこなう予定である。

4・アジア・アフリカにおける国際石油間麗

一国際石油会社の活動

野口雄一郎（武蔵大学）

報告要旨。資料は大会当日に各位に配布致します。

HHS、
５●
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〔付調

１．経済地理学会についてのご紹介：

経済地理学会は昭和２９年４月に，経済地理学の研究を目的として発足した（初`代会長は故

佐藤弘一橋大名誉教授）全国的な学会（日本経済学会連合会にも加盟）てあ１１ますが，以来．

12年，学会活動の発展にともない，現在℃は会員数は約５００名，立地論や地域論など学術研

究の面で内外関係分野の高い評価ぞ得るようになっておぃます。最近は，地域開発，工業立地，

農業近代化，資源，災害，人口゜労働力･都市の諸問題，交通・貿易関係の実際的研究や，諸

外国の経済事情の分析などについても，多くの成果ぞあげておｎます゜会員は，機関誌「経済

地理学年報」の配布ぞ受け，同誌に研究論文を投稿し，大会。例会に研究発表を行なうことが

できます。昭和３８年４月には，会長をはじめ全役員を改選拡充致し，賛助会員制度も設けま

した。今後は，現地視察゜工場見学会なども積極的に実施致したく存じます。朱加盟の方は，

なにとぞ本学会の趣旨にご賛同下さいまして，是非ご入会下さいますようお願い申し上げます。

なほ，年会畳は，今年度から８００円（年報代悉含む）の予定です（賛助会員は１口，１万円)。

2．ご連絡先：
￣￣￣

当学会にかんするお問い合わせは，学会本部事務局代表幹ﾖﾄﾞ石井．会計･幹事奥田･書記浅輪

（場所はこの本の表紙に記してあI〕ます）まてどうそ。なお，今春の大会にかんして，横浜銀

行の連絡担当者は総合企画室の中村実，大会以前の至急のご用事け，横浜市大の柾幸雄（東京

都世田谷区世田谷町２－１，９９１，ＴＥＬ４２０～６９３７）まてお申し付け下さい。
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経済地理学会ｘ会則

第１条（名称）

本会は，経済地理学会（ＴｈｅＪａｐａｎＡＳＳｃｃ１ａｔｉ。ｎＯｒＥｃＯｎｏｍｉＣＧｅｏｇｒａ－

ｐｈｅｒｓ）と称する。

第２条（目的）

本会は，経済地理学にかんして，内外の研究者の交流゜提携をばか、，理論および応用の分野

における国際および国内の，経済地理的諸問題の研究を推進し，もってわが国の経済と文化の

発展に寄与することを目的とす蚕。
。、

第３条（事.業）

本会は，第２条の目的を達成するために，次の事業をおこなう。

１．研究報告会の開催

（１）毎年１回，全国大会を開く。ただし必要に応じて臨時の大会を開くことができる。

（２）原則として毎月１回，支部毎に月例研究会を開く。

２．会誌「経済地理学年報」，「経済地理学会ニュース」その他の刊行物の発行。

３．講演会，見学会などの開催

４内外関連諾学会との交流。提携

５．経済地理学関係hji報，資料の整備

６．委託調査研究の実施

７．その他本会の目的達成に必要な事業

第４条（支部）

本会に，関東支部および関西支部をおく。ただし，当分の間，関東支部の会務は本部がおこな

う。

本会は，総会の決議によ}〕，適当の地に，あらたに支部を置くことができる。支部の運営につ

いては別にこれを定めろ。

第５条（会員）

１．本会の会員は，次の３種とする。

（１）普通会員

（２）賛助会員

（３）名誉会員

２普通会員は，本会の趣旨に賛同する経済地理学およびこれと関連する諸科学の研究者で，

所定の会費を納入し，本会の活動に参加す為者とする。

３．賛助会員は，本会の目的事業に賛同し，所定の会費を納める法人。団体または特定の個人

とす患。
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４．名誉会員は経済地理学ならびに本会に対し，特に貢献した者の中から，幹事会が推薦し，

総会の承認を必要とする。

５．本会の普通会員もしくは賛助会員になろうとする者は，それぞれ所定の入会申込霄藍提

出し，会長および幹瓢会の承認升得なければならない。

６．本会の会員は，付則に定め表ところの会費蚕収めなければならなル､。既納の会費は返却

しない。

７．会員は，すべて会誌などの学会刊行物の配布を受けることがてきるほか，本会のおこな

う事業に参加し，その設備や資料を利用することができる。

８．会員で退会しようとする者は，霧面によい理由をつけて退会届寄本会に提出し，会長

および幹事会の承認を必要とする。

９．会員が次の事項に該当した場合は，幹事会の審査にもとづき会長の承認をへて除名する

ことができる。

（１）会費を滞納した場合

（２）会則に背き，または本会の名誉を傷つける行為のあったとき。

第６条（役員）

１．本会に次の役員を置く。

（１）会長１名

（２）評議員若干名

（３）代表幹事２名

（４）幹事若干名

（５）会計監査２名

（６）顧問または参与若干名

（７）支部長

２．役員の選出にかんしては，次の各項による｡

（１）会長は，総会において，普通会員の中から推薦または選挙によって定めろ。

（２）評議員，幹事，会計監査は，総会において，普通会員の中から推薦または選挙によっ

て定め笏。

（３）代表幹事は，幹事の互選によって定めろ。

（４）顧問または参与は会長がこれ舌委嘱する。

（５）支部長は，支部の推薦にもとづき会長がこれを委嘱す墨。

３．役員の任期にかんしては各項によ気｡

（１）役員の任期は２年とし，再任をさまたげない。

（２）補欠による役員の任期は前任者の残任期閲とす為。

（３）役員は任期の満了後でも後任者が就任するまでなおその職務をおこなうものとする。

４．役員の職務にかんしては次の各項による。
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（１）会長は，本会を代表し，会務を総理する。

（２）評議員は，会長の諮問に応じ，会務の運営に助言ぞ与える。

（３）代表幹事は，会長を補佐し，幹事会を組織して会務を推進する。

（４）幹事は，幹事会の組織のもとに，一般の会務をつかきどい，本会の事業を遂行する。

（５）会計監査は，本会の会計を監査する。

（６）顧問または参与は，会長の諮問に応ず覇。

（７）支部長は，支部を代表し，支部の会務を総括する。

第７条（総会）

１．通常総会はｙ毎年１回，会長が招集する。

２．臨時総会は，幹事会が必要と認めるとき，または普通会員５０名以上から会議の目的と

する事項を示し請求のあったときに開催する。

３．総会は，委任状を含めて，普通会員の５分の１以上の出席がなければ成立しない。

４．総会において，事業報告，会計報告，事業計画，予算および会則変更の審議，ならびに

役員選出などを行なう。

５．総会における議決は出席普通会員の過半数による。

第８条（会則の変更）

本会則の変更は，幹事会または普通会員５分の１以上の提案によい，総会出席普通会員３分

の２以上の賛成ぞ得なければならない。

第９条（資産および会計）

１．本会の運営ならびに事業は次の資産によ'】おこなうものとす為。

（１）会餐（２）事業にともなう収入（３）寄付金品（４）その他の収入

２．本会の事業年度および会計年度は，原則として，毎年４月１日に始まい，翌年３月３１

日に終了する。

（付則）

1．本会の本部事務局は，当分の間，明治大学゜大学院地理学研究室内に置く。

2．本会の事務を処理するために職員を置く。

その任免にかんしては別にこれを定め高。

3．本会の関東支部長は当分の間会長がこれを兼担する。

4．本会の会費は当分の間，次の通いとする。なお，会費の納入は,､毎年４月（新入会員は入

会の時，とする。

（１）普通会員年額円

（２）賛助会員年額１口10,000円以上（但し２回に分納することを認めろ。）

5．この会則は，１９６４年４月２日よ、実施する。
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